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 要  旨 
酸化チタン(TiO2)に代表される光触媒は、光エネルギーを利用することにより、
水を分解して水素と酸素を生成することができるのみでなく、有害物質で汚染さ
れた水や大気を清浄化できることから注目されている。しかし、TiO2の利用できる
光エネルギーは380nm以下の波長を持った紫外線に限られてしまうため、室内の
照明や太陽光に多く含まれている可視光応答化が望まれている。2001年、豊田
中央研究所の窒素ドープTiO2光触媒の発表以来、調製法の簡便さや、成膜性
の容易さから可視光応答型光触媒の応用面の展開が進みつつある。 
不純物ドープTiO2は、TiO2のバンドギャップに不純物準位を形成することによ
り、可視光応答化を実現しているが、そのため、光反応メカニズムは複雑になる。 
フォトルミネッセンス（PL）は試料に光を照射した際に、その逆過程として光（ル
ミネッセンス）が放出される現象であり、発光スペクトル及びスペクトルの強度から
発光機構の究明ができる。 
一般に光触媒活性を評価する方法として、有機物分解能力を評価している。
しかし、分解反応は、表面での電子-正孔の挙動しかみていないため入射した光
エネルギーがどのように使われているのか評価できない。そこで不純物ドープTiO2
光触媒の光反応を解明するために、有機物分解実験とフォトルミネッセンス法を
適応することで、光反応メカニズムを評価できると考えた。 
 
本研究は、TiO2光触媒の可視光応答化を狙いとした不純物ドープTiO2の作製
を試みた。さらに、作製試料の物性評価としてXPS、XRD測定を、光活性評価とし
てメチレンブルー分解とフォトルミネッセンス(PL)測定を行った。 
試料は、チタニウムテトライソプロポキシドに硫酸、硝酸、アンモニア水を各々反
応させ、乾燥後、酸素雰囲気中400℃にて焼成する方法で作製した。XPS測定結
果より、組成がTiO2であることが分かり、各試料にS、Nがドープされていることを確
認した。またXRD測定結果より、作製試料の結晶形はすべてアナターゼ型である
ことがわかった。さらに、PL測定では、発光スペクトルの他に、励起光の吸収強度
を評価することができ、TiO2に不純物をドープすることにより、500nmにおける発光
強度は減少し、266nmにおける吸収強度は増加することがわかった。メチレンブル
ー分解実験では、吸収強度の増加したNドープTiO2の光分解活性が最も高いこ
とがわかった。 
 
